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平成 23（2011）年にスポーツ基本法が制定
され、スポーツを通じて「国民が生涯にわた
り心身ともに健康で文化的な生活を営む」こ
とができる社会の実現をめざして、「全ての
国民のスポーツ機会の確保」「健康長寿社会
の実現」「スポーツを通じた地域活性化、経
済活性化」に取り組むこととなりました。

その後、平成 25（2013）年に、2020 年に東
京で再びオリンピックが開催されることが決
定し、平成 27（2015）年 10 月にはスポーツ
庁が創設される等、スポーツに関する施策を
総合的に推進する体制が整いました。

本県では、平成 24（2012）年に、今後 10 年
間のスポーツ施策の基本的な考え方や、具体
的な方向性を示す「兵庫県スポーツ推進計画」
を策定し、「生涯スポーツ」「競技スポーツ」「障
害者スポーツ」においてその振興を図ってき
ました。

また、「ラグビーワールドカップ 2019」、「東
京 2020 オリンピック・パラリンピック競技
大会」、「ワールドマスターズゲームズ 2021
関西」という大規模な国際競技大会が続く令
和元（2019）年から３年間のゴールデン・ス
ポーツイヤーズに向け、県民のスポーツへの
関心を高める取組を進めてきました。

しかしながら、令和元（2019）年 12 月以降、
新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡
大が、私たちの日常生活に未曽有の事態をも
たらし、スポーツイベントや競技大会も延期・
中止を余儀なくされました。

現時点においても感染症の収束は見通せない
状況にありますが、「with コロナ」「ポストコ
ロナ」時代を見据えたスポーツの振興を進め
ることも必要です。

東京 2020 オリンピック・パラリンピック競
技大会の開催を契機に、新たなルールやスタ
イルで行う競技が注目を集めました。また、
女性のさらなる活躍が期待されるとともに、
本格的な人口減少社会や人生 100 年時代を迎
えて、スポーツのもつ潜在的で多様な価値で
ある健康増進や地域活性化への期待も高まっ
ています。

このような背景とともに、国の「スポーツ基
本計画」を参酌しつつ、「兵庫県スポーツ推
進計画」の成果と課題を踏まえ、今後の 10
年間の本県におけるスポーツ推進の指針とな
る「第２期兵庫県スポーツ推進計画」を策定
しました。

はじめに
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〇　本計画の性格は、次のとおりです。
　　・スポーツ基本法第 10 条の規定に基づく、本県のスポーツ施策に関する基本的な計画
　　・県行政に係る基本的な計画の議決等に関する条例第３条に基づき、県議会の議決を経て策定

【スポーツ基本法】
（スポーツ基本計画）
第九条　文部科学大臣は、スポーツに関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、
　　　スポーツの推進に関する基本的な計画を定めなければならない。

（地方スポーツ推進計画）
第十条　都道府県及び市町村の教育委員会は、スポーツ基本計画を参酌して、その地方の
　　　実情に即したスポーツの推進に関する計画を定めるよう努めるものとする。

【県行政に係る基本的な計画の議決等に関する条例】
（議会の議決）
第３条　知事等は、基本的な計画の策定、変更（軽微な変更を除く。以下同じ。）
　　　又は廃止をするに当たっては、当該計画のうち基本構想に係ることについて、
　　　議会の議決を経なければならない。

計画の性格

○　計画期間は、令和４（2022）年度～令和 13（2031）年度までの 10 年間です。中間期にあたる
　　令和８（2026）年度に内容を見直します。
○　具体的な施策を盛り込んだ実施計画を定めるとともに、その検証を毎年度実施し、その結果を
　　次年度の取組に反映していきます。
○　具体的な施策の推進にあたっては、ひょうごビジョン 2050 を踏まえながら、県・市町及び関連
　　機関、県内スポーツ団体、大学、民間事業者等が一体となって、本県スポーツ推進に取り組みます。

計画の期間及び運営
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第1部

兵庫県スポーツ推進計画の取組状況と
今後の取組方向

04
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「兵庫県スポーツ推進計画」（「前計画」という。計
画期間：平成 24 年度～令和３年度）では、基本理
念である「一人ひとりが健康で、いきいきと暮ら
す社会『スポーツ立県ひょうご』の実現」に向け
て５つの重点目標を設け、様々な各種施策を展開
してきました。

新しい計画を策定するにあたり、指標を基に前計
画の成果と課題を検証することとしていましたが、
令和元（2019）年度に新型コロナウイルス感染症の

感染拡大から、運動･スポーツの活動に感染防止の
対策が求められ、多くの大会が中止となりました。
そのため、前計画の総仕上げとして予定していた
ゴールデン・スポーツイヤーズにおける取組が実
施できませんでした。

このため、令和元（2019）年度までの取組状況を
整理するとともに、社会情勢等の変化も踏まえな
がら、今後の取組方向をとりまとめました。

兵庫県スポーツ推進計画の取組状況と今後の取組方向
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◎順調　　：（達成率 100%）　　　　△やや下回った：（達成率 70%以上）
○概ね順調：（達成率 90%以上）          ▲下回った　　：（達成率 70%未満）

重点目標 1　　スポーツをする子どもの増加と体力の向上
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0

0

0

0
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○ △ ▲

合　　　計

重点目標 2　　成人のスポーツ実施者の増加

重点目標 3　　競技力レベルの向上

重点目標 4　　障害のある人のスポーツ参加者の増加

重点目標 5　　手軽に参加できるスポーツ環境の整備

年次目標に対して

[ 前計画の令和元（2019）年度取組状況 ]
53項目の内、全体として40項目（75.5％）が「概ね順調」以上となっています。

第1部

兵庫県スポーツ推進計画の取組状況と

今後の取組方向



重点目標 １ スポーツをする子どもの増加と体力の向上

すべての校種で握力、持久走（小学校除く）、ボール投げは未達成となっています。
50m走では小学校男女、高等学校男子は未達成となっています。

２　子どもの体力を昭和60年頃の水準と同等以上にする

小学校・中学校・高等学校いずれも横ばいか減少傾向にあります。
１　スポーツ（学校体育授業を除く週７時間以上）をする子どもの増加

昭和 60 年頃の子どもの体力を水準とした比較（小学校女子）

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24
75

85

95

105（％）

93.4 92.6 92.2 92.2 93.6 93.0 94.2 94.7

99.4 97.9 98.7 98.8 98.9 97.9 97.9 97.9

87.4 83.6 81.9 81.3 80.5 80.5 79.3 79.9

50m走 ボール投げ握力

50m走 ボール投げ握力

昭和 60 年頃の子どもの体力を水準とした比較（小学校男子）

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24
75

85

95

105（％）

91.0 89.7 89.6
87.8 88.6 88.6 88.6 89.1

100.4 98.9 99.6 99.2 100 100 98.9 98.9

89.7

87.2 84.9
80.4 81.3 79.9 79.3 79.3

中学生 高校生小学生

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

49.7 49.6 48.4 48.6 50.3 52.0 51.0 48.6

80.4 78.5 79.9 78.1 78.4 78.0 79.0 76.3

52.5 51.2 51.2 53.9 54.9 54.7 53.9
51.6

40

60

80

100（％）
スポーツ（学校体育授業を除く週 7時間以上）をする子どもの割合

［取組状況］
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子どもたちが、豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を培い、

生涯にわたってたくましく生きるための健康や体力の育成を図る。

学校における事故発生件数

30,000

25,000

20,000

15,000
R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

（件）
27,861 27,083 

24,806 
27,110 27,461 

21,179 21,541 
19,292 

減少傾向にあります。H24：27,861 件　→ R1：19,292 件 [ ー 8,569 件 ]
３　学校における事件発生件数の減少

親子で行うスポーツプログラムを実施するクラブの割合

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

（％）

62.0

66.8 

74.1

64.4

70.3

73.1
75.6 74.7

80

75

70

65

60

増加傾向にあります。H24：62.0％　→ R1：74.7% [＋12.7%]
４　親子で行うスポーツプログラムを実施するクラブの増加

幼児期から運動遊び等を通じて、運動習
慣の定着を図る取組が必要です。
小学校・中学校・高等学校においては、
体育授業等で効果的な指導内容となるよ
う改善が必要です。
近年、スクリーンタイム（ゲームやスマー
トフォン等の利用時間）が急速に増加し
ていることから、体を動かす時間が減少

しています。そのため、学校や地域におい
てスポーツをする機会や保護者等と一緒に
スポーツができる機会を充実することが必
要です。
学校における事故については、依然とし
て運動部活動中の発生が多いことから、
種目の特性を踏まえた医･科学的トレー
ニングの積極的な導入等が必要です。

○

○

○
○

【今後の取組方向】

第1部

兵庫県スポーツ推進計画の取組状況と

今後の取組方向

08



［取組状況］

重点目標2 成人のスポーツ実施者の増加

増加傾向にあります。　H24：5,804 人　→　R１：6,214 人　[＋410 人 ]

３　生涯スポーツ指導者数の増加

微増となっています。　H30:72.0%　→　R１:75.0%　［＋3.0%］

２　成人が参加できる種目を複数有する「スポーツクラブ21ひょうご」クラブ数の増加

増加傾向にあります。週 1回以上　H24：58.4％　→　R１：62.7％　[＋4.3％]

１　年間を通じた成人のスポーツ実施率の増加

生涯スポーツ指導者数

5,500

5,700

5,900

6,100

6,300

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

（人）

5,804 5,869

5,647

5,919

6,102
6,195 6,211 6,214

週3回以上 未実施率週1回以上

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

（％）
成人の運動実施率

62

26

.0

58.4

47.2 48.7

64.1 .0 65.2 63.8 62.7

26.1 24.5 .0

39.8 37 40.4 39.1 39.6

13.4
28.7 23.5

15.7 14.9 13.4 14.6 14.0

80

60

40

20

0

（平成30年度から指標に追加）
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だれもが生涯にわたって、それぞれの体力や年齢に応じて、

いつでもどこでもスポーツを楽しむことができる生涯スポーツを普及する。

スポーツボランティア登録者数

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

45,000（人）

25,534 

29,557 
30,837 

32,941 
37,105 

38,059 37,684 
41,161 

増加傾向にあります。　H24:25,534 人　→　R１:41,161 人　［＋15,627 人］

４　スポーツボランティア登録者数の増加

設立時より１団体増加しています。　H30:13 団体　→　R１:14 団体　［＋１団体］

５　「ひょうご女性スポーツの会」加盟団体数の増加

成人のニーズに対応できるよう総合型地
域スポーツクラブの質的充実に取り組
み、気軽に参加できるスポーツ環境を整
備する必要があります。
ボランティアが継続的な活動を望むよう
満足度を高めるとともに、魅力ある国際・
全国レベルの大会等の招致が必要です。

男性に比べ低調な女性のスポーツ実施率を
高めるため、女性特有の課題に着目した医・
科学的なサポート体制を整備するととも
に、スポーツ指導者やスポーツ団体におけ
る女性役員の割合の増加が必要です。

○

○

○

【今後の取組方向】

（平成30年度から指標に追加）

第1部

兵庫県スポーツ推進計画の取組状況と

今後の取組方向

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

10



重点目標 ３ 競技力レベルの向上

競技スポーツ指導者数
1,000

900

800

700

600

500

400

（人）

627
665 674 710

765 819
887 

838 

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

増加傾向にあります。　H24:627 人　→　R１:838 人　［＋211 人］
3　競技スポーツ指導者数の増加

増加傾向にあります。　H24:6,134 人　→　R１:6,781 人　［＋647 人］
２　ジュニアスポーツ教室参加者数の増加

ジュニアスポーツ教室参加者数

5,500

5,000

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

（人）

6,373

6,058 

7,528 7,524 7,536

6,083 

6,781 

6,134

11

皇后杯は４回入賞し、天皇杯は入賞できていない状況が続いています。
１　国民体育大会天皇杯・皇后杯８位以内入賞の継続

皇后杯天皇杯

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

（位）
スポーツ（学校体育授業を除く週 7時間以上）をする子どもの割合

11
12

11
12

11
12

10

13

8
9

8 8

11
9 9

8

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

[ 取組状況 ]



本県のスポーツ選手の活躍を支援し、兵庫ゆかりの選手の活躍により、

県民に夢と感動を与え、県民のスポーツへの関心を高める。

国内外で活躍する本県選手数

350

400

450

500

550

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

（人）
514

484

398 395 415 400

481 

375 

H30 は増加していますが、減少傾向にあります。　H24:514 人　→　R１:375 人　［－139 人］
4　国内外で活躍する本県選手数の維持

アンチ・ドーピング研修会への参加者数

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

（人）

1,482 

1,910 
2,413 

2,788
3,204 

3,710 
4,208 4,663 

大幅に増加しています。 H24:1,482 人　→　R１:4,663 人　［＋3,181 人］
6　アンチ・ドーピング研修会への参加者数の増加

強化拠点を持つ競技団体数

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24
0

20

10

30

40（団体）

8 8
13 

18 18 18

29 31

大幅に増加しています。 H24:８団体　→　R１:31 団体　［＋23 団体］
5　強化拠点を持つ競技団体の増加

第1部

兵庫県スポーツ推進計画の取組状況と

今後の取組方向

12



本県の競技力の向上のため、スポーツ団
体との連携のもと、次の取組が必要です。
・スポーツ医・科学、情報の活用など効
　果的で戦略的な強化
・ジュニア期からの計画的な発掘・育成・
　強化
・指導者（特に女性指導者）の育成

・トレーニング指導、栄養指導など競技
　力向上を側面から支える人材の育成
・  強化拠点の整備促進
（公財）兵庫県スポーツ協会や（一社）兵庫県
薬剤師会等との連携のもと、ドーピングに
係る最新情報を常に入手できる環境づくり
が必要です。

○

○

【今後の取組方向】
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重点目標 4 障害のある人のスポーツ参加者の増加

大幅に増加しています。　H24:９箇所　→　R１:82 箇所　［＋73 箇所］

大幅に増加しています。　H24:2.2%　→　R１:59.9%　［＋57.7%］

3　障害者スポーツ推進拠点の増加

２　障害者が気軽に参加できるスポーツに取り組んでいる「スポーツクラブ21ひょうご」の増加

大幅に増加しています。　H24:8,628 人　→　R１:42,524 人　［＋33,896 人］
１　全県を対象としたスポーツ大会の参加者数の増加

障害者スポーツ推進拠点数

0

20
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80

100

R1H25 H27 H28 H29H26H24

（箇所）

9 9

35

52

71
77 82 82

H30

障害者が気軽に参加できるスポーツに取り組んでいる「スポーツクラブ21ひょうご」の割合

R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24
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26,882 

39,932 42,524 
（人）

全県を対象としたスポーツ大会の参加者数
50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

15

［取組状況］



障害のある人が、スポーツを通じて、自らの能力を最大限に発揮し、

個性豊かに生きることができるユニバーサル社会の実現を目指す。

H30:５位（R１: 台風による大会中止）
4　全国障害者スポーツ大会都道府県別メダル獲得数８位以内の継続

着実に増加しています。　H30:1,264 人　→　R１:1,317 人　［＋53 人］
6 （公財）日本パラスポーツ協会　公認指導者登録者数の増加

障害者スポーツサポーターへの参加者数

0
R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

15,000（人）

2,145 2,680 

8,601 8,643 

11,920 12,216 
13,800 12,677 

10,000

5,000

増加傾向にあります。　H24:2,145 人　→　R１:12,677 人　［＋10,532 人］
5　障害者スポーツサポーターへの参加者数の増加

（平成30年度から指標に追加）

（平成30年度から指標に追加）

トップアスリートをめざす障害者スポーツ
選手への専門的技術指導、作業療法士や栄
養士等の専門家による多角的なアスリート
支援事業等の継続が必要です。
障害者スポーツサポーターへの参加者は増
加しつつあるが、継続的で長期的なサポー
ターの確保のため大学等との連携が必要で
す。
障害者スポーツ指導者養成講習会を継続す
るとともに、トップアスリートを育てる指
導者の早急な育成が必要です。 

○

○

○

パラリンピックにより障害者スポーツへ
の関心が高まったため、対応できる練習・
大会施設の確保と県民のさらなる理解促
進が必要です。
障害者スポーツを「知っている・やった
ことがある」段階から「やり方がわかる・
みんなができる」段階にまで向上させる
取組が必要です。 
希望日に利用できないことが多いため、
トレーニングセンターの整備と施設のさ
らなる増加が必要です。

○

○

○

【今後の取組方向】

第1部

兵庫県スポーツ推進計画の取組状況と

今後の取組方向
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［取組状況］

重点目標 ５ 手軽に参加できるスポーツ環境の整備

着実に増加しています。　H24:54 大会　→　R１:90 大会　［＋36 大会］

中学校では減少し、高等学校では微増しています。
　　　中学校　 H30:77.0%　→　R１:73.5%　［－3.5%］
　　　高等学校 H30:71.1%　→　R１:71.3%　［＋0.2%］

3　気軽に参加できる生涯スポーツ大会数の増加

２　体育施設の開放に取り組む公立学校の増加

増加傾向にあります。　H24:3.0％　→　R１:20.9％　［＋17.9％］

１　大学や企業と連携したスポーツイベント等の開催に取り組む
　　「スポーツクラブ21ひょうご」の増加

気軽に参加できる生涯スポーツ大会数
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（大会）

54
59 63

70 71
75 76
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（％）
大学や企業と連携したスポーツイベント等の開催に取り組む「スポーツクラブ21ひょうご」の割合

3.0
6.2 4.4

11.7

16.7
23.6 

19.3 20.9

0

5

（平成30年度から指標に追加）
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官（行政）・民（ＮＰＯ法人等）・学（大学等）・産（企業）の

連携・協働による手軽に参加できるスポーツ環境の整備を推進する。

国内外トップレベルスポーツ大会の開催数
85

75

65

55

45
R1H25 H27 H28 H29 H30H26H24

（大会）

51
53

61

63
65

78
75

58

実績値なし（開催延期）

６　「ワールドマスターズゲームズ2021関西」の県民参加者数（平成30年度から指標に追加）

着実に増加しています。　H30:９件　→　R１:17 件　［＋８件］

５　「オリンピック・パラリンピック」の事前合宿誘致数の増加

増加傾向にあります。　H24:51 大会　→　R１:58 大会　［＋７大会］

４　国内外トップレベルスポーツ大会の開催数の増加

（平成30年度から指標に追加）

大学や企業が有する指導者、トップアス
リート、施設等の資源活用に向け、さら
なる連携強化が必要です。
地域住民が利用しやすい学校体育施設の
管理方法（鍵管理）等の検討が必要です。
トップチーム･トップアスリート等による
スポーツ教室や交流イベントの積極的な
招致が必要です。

県民のスポーツへの関心を高め、「みる」
スポーツから、「する・ささえる」スポーツ
に移行する機会となるワールドマスターズ
ゲームズへの積極的な参加を促進する取組
が必要です。
スポーツ団体との連携による公認スポーツ
指導者資格の取得促進を図り、地域スポーツ
の運営や指導を担う人材育成が必要です。

○

○

○

○

○

【今後の取組方向】

第1部

兵庫県スポーツ推進計画の取組状況と

今後の取組方向
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第2部

第２期兵庫県スポーツ推進計画の
基本理念と政策目標

20



仲間と行くハイキングなど、それぞれの適性や志向
に応じて、自由に楽しむことができるものです。

このようにスポーツは広い概念ですが、第２期兵庫
県スポーツ推進計画（以下「本計画」という。）では、
単なる運動や体力づくりとは異なり、記録や勝敗を
決めるための「ルール」が決められている運動を
「スポーツ」として取り扱い、日常の運動や体力づ
くりは、スポーツを行うために必要な身体活動と
捉えています。

さらには、スポーツとの関わり方は「する」こと
だけではありません。たとえば、オリンピックや

スポーツ「Sport」は、19 ～ 20 世紀にかけて世界で
一般化した言葉であり、その由来はラテン語の
「deportare」（デポルターレ）という単語だと言われ
ています。デポルターレとは、「運び去る、運搬する」
の意で、転じて、精神的な次元の移動・転換、やがて
「義務からの気分転換、元気の回復」、仕事や家事
といった「日々の生活から離れる」気晴らしや遊び、
楽しみ、休養といった要素を指します。

本来、「スポーツ」という言葉がもつ範囲はとても
広く、一部の競技選手や運動に自信がある人だけの
ものではなく、朝の体操から何気ない散歩やランニ
ング、気分転換のサイクリング、家族や気の合う

パラリンピックを夢中で観戦し応援された方や、
大会やイベントにボランティアとして参加された
方も多いでしょう。スポーツを「みる」「ささえる」
という行為によって、自分との戦いに身を投じる
トップアスリートの姿に心を震わせ、勇気をもらう
ことができます。

また、東京 2020 オリンピックで採用された３×３
( スリーエックススリー ) バスケットボールやスポ
ーツクライミングなどのアーバンスポーツや、ICT
等を活用した新しいスポーツへの参画スタイルも
注目されています。さらに、ワールドマスターズ
ゲームズに代表されるスポーツとツーリズムを

１　目的
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スポーツ「Sport」は、19 ～ 20 世紀にかけて世界で
一般化した言葉であり、その由来はラテン語の
「deportare」（デポルターレ）という単語だと言われ
ています。デポルターレとは、「運び去る、運搬する」
の意で、転じて、精神的な次元の移動・転換、やがて
「義務からの気分転換、元気の回復」、仕事や家事
といった「日々の生活から離れる」気晴らしや遊び、
楽しみ、休養といった要素を指します。

本来、「スポーツ」という言葉がもつ範囲はとても
広く、一部の競技選手や運動に自信がある人だけの
ものではなく、朝の体操から何気ない散歩やランニ
ング、気分転換のサイクリング、家族や気の合う

パラリンピックを夢中で観戦し応援された方や、
大会やイベントにボランティアとして参加された
方も多いでしょう。スポーツを「みる」「ささえる」
という行為によって、自分との戦いに身を投じる
トップアスリートの姿に心を震わせ、勇気をもらう
ことができます。

また、東京 2020 オリンピックで採用された３×３
( スリーエックススリー ) バスケットボールやスポ
ーツクライミングなどのアーバンスポーツや、ICT
等を活用した新しいスポーツへの参画スタイルも
注目されています。さらに、ワールドマスターズ
ゲームズに代表されるスポーツとツーリズムを

組み合わせたイベントや大会も増えています。

本計画では、このような社会の動向等を踏まえつつ
①生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する
基盤を作る「子ども・ユーススポーツの推進」、②
人生100年時代を見据えて、全ての県民がスポーツ
に親しむ「生涯スポーツの推進」、③国内外でトップ
アスリートが活躍する「競技スポーツの推進」、④
スポーツを通じた共生社会を実現する「障害者ス
ポーツの推進」の４つを柱に、「する・みる・ささ
える」の横断的な観点から、スポーツの振興を図り、
「躍動する兵庫」の実現をめざします。

第２部

第２期兵庫県スポーツ推進計画の

基本理念と政策目標

、
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兵庫県におけるスポーツ行政の根幹となる考え方を基本理念として、以下のとおり掲げます。

２　基本理念

「する・みる・ささえる」
スポーツへの参画を通じて、

「躍動する兵庫」の実現をめざす。

23



　　障害者スポーツへの理解促進12

3　体系図

施策目標政策目標

１  子ども・ユーススポーツの推進

２   生涯スポーツの推進

３   競技スポーツの推進

４   障害者スポーツの推進

　　障害者スポーツの競技力向上

　　障害者スポーツの裾野拡大

　　トップアスリートが活躍できる場の支援

　　アスリートの育成と強化環境の整備

　　次世代アスリートの発掘・育成

　　行政、スポーツ団体、大学、民間事業者の連携強化

　　総合型地域スポーツクラブの質的充実

　　誰もが気軽に参画できるスポーツ機会の充実

　　 ファミリースポーツ等の機会の充実

　　発育・発達段階に対応したスポーツ環境の整備

運動・スポーツが好きになる機会の創出１

２

３

４

６

７

８

９

５

11

10　
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生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現するため、運動・
スポーツなど体を動かすことが好きな子どもの増加をめざし、
幼児期からのスポーツ環境の整備に取り組みます。

めざすべき方向性

政策目標１ 子ども・ユーススポーツの推進
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幼児にとって体を動かして遊ぶ機会は、その後の児
童期、青年期への運動やスポーツに親しむ資質や能
力の育成に繋がることから、主体的に体を動かす「運
動遊び」を中心とした身体活動を、幼児の生活全体
の中に確保していくことが求められています。

これらを踏まえ、運動習慣の基盤づくりに取り組み
ます。また、運動・スポーツをはじめるきっかけ作
りや運動が好きになる機会を創出するため、総合型
地域スポーツクラブ1 の質的充実や機運醸成につな
がる国際・全国レベルの大会の招致に取り組みます。

１　運動・スポーツが好きになる機会の創出

[施策の方針 ]

「幼児期運動指針（平成 24 年３月）」（文部科学省）
やこれに基づくガイドブックなどの指導参考資料の
活用を各幼稚園等に働きかけ、幼児期からの運動習
慣づくりについて保護者等への普及・啓発に取り組
みます。

ア　幼児期からの体を動かす遊びを通じて
運動習慣づくりを推進

年齢・性別、体力や技能の程度、障害の有無にかか
わらず、スポーツの多様な楽しみ方が体験できるよ
う、初心者教室や文化教室の開催など、総合型地域
スポーツクラブの質的充実に取り組みます。

イ　スポーツの多様なニーズに対応する
ため、総合型地域スポーツクラブの質的
充実を推進

国際・全国レベルの大会や合宿の積極的な招致に
よる交流イベント等を通じた青少年の健全育成、
持続可能なイベントや大会の開催を通じたスポー
ツツーリズム2 を推進し、交流人口の拡大と地域
コミュニティの形成・強化に取り組みます。

ウ　スポーツへの関心を高めるため、
国際競技大会等の招致を推進

総合型地域スポーツクラブ：人々が、身近な地域でスポ－ツに親しむことのできるスポーツクラブで、多世代・多種目・
多志向という特徴を持ち、地域住民により自主的・主体的に運営されるスポーツクラブ
スポーツツーリズム：スポーツの参加や観戦を目的として地域を訪れたり、地域資源とスポーツを融合した観光を楽しんだり
すること

１

２

第２部

第２期兵庫県スポーツ推進計画の

基本理念と政策目標
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近年、都市化・生活の利便性が高まるなど、生活環
境の変化、スクリーンタイム（ゲームやスマートフォ
ン等の利用時間）の急激な増加から、子どもが運動・
スポーツに親しむ機会が減少しています。また、運
動部活動においても、少子化や教員の働き方改革3

などにより、従前同様の運営体制での維持は難しく
なってきており、合理的かつ効率的・効果的な運動

部活動の推進が求められています。
これらを踏まえ、児童のスポーツ機会の充実による
運動習慣の確立に取り組むとともに、生徒の多様な
ニーズに対応できるスポーツ環境の整備に取り組み
ます。また、将来有望なアスリートの支援体制を整
備し、国民体育大会や国際競技大会等で活躍する人
材の輩出に取り組みます。

２　発育・発達段階に対応したスポーツ環境の整備

[施策の方針 ]

体育授業をはじめとする学校教育活動に、体力向上
に関する専門的知識や技能を有する指導者を派遣
し、運動・スポーツ習慣の定着及び体力のさらなる
向上を図ります。

ア　運動遊びの促進や運動習慣の定着に
向け、指導者の資質向上及び専門知識を
有する指導者の配置を促進

将来有望なアスリートの効果的な発掘・育成・強
化を支援するシステムを構築するとともに、スポー
ツ医・科学（栄養管理・メンタルヘルスを含む）
や情報等の活用、アスリートの海外派遣などを通
じて、国民体育大会や国際競技大会等で活躍する
人材の輩出に取り組みます。

ウ　効果的な発掘・育成・強化により、
国際競技大会等で活躍する人材の輩出を
促進

運動部活動において、競技種目の特性等を踏まえた
科学的トレーニングの積極的な導入により、生徒の
心身の健康管理や事故防止及び体罰・ハラスメント
の根絶等のコンプライアンス徹底を図ります。

イ　運動部活動の充実に向け、科学的
トレーニング 4の導入やコンプライアンス5

徹底を促進
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スポーツ庁の「スポーツ実施率向上のための行動計
画（平成 30 年９月）」では「子供のスポーツ実施に
は保護者の影響も大きいことから、保護者の意識改
革を促す必要もある。子供のスポーツ実施の重要性
を啓発し、親子で参加できるイベントの実施などに
も取り組んでいく」とあり、親子で体力の向上やス
ポーツに参画できる機会の工夫が求められています

これらを踏まえ、保護者等と一緒に参画できるスポ
ーツイベントやスポーツプログラムを実施する総合
型地域スポーツクラブ等の質的充実に取り組みます
また、若者の貴重なスポーツ参画機会となる３×３
(スリーエックススリー)バスケットボールやスポー
ツクライミング等のアーバンスポーツ6 の環境整備
に取り組みます。

３　ファミリースポーツ等の機会の充実

[施策の方針 ]

保護者等と一緒に参加できるレクリエーション活動
や、大会等の開催を促進し、子どもの運動・スポー
ツ習慣を形成します。

ア　保護者等と一緒に取り組む体験教室や
保護者等と一緒に参加できるスポーツ大会
の開催を推進

スポーツ団体と連携のもと、アーバンスポーツを
推進し、子ども・ユース世代のスポーツ参画機会
の拡充を図ります。

組みます。また、運動遊びや体操、キャッチボール
等を気軽にできる場として、公園やオープンス
ペースなどの有効活用に取り組みます。

ウ　アーバンスポーツ 6を普及し、若者や
子どものスポーツへの参画機会の拡充を
推進

保護者だけでなく多世代で安全、安心で楽しく運
動・スポーツに親しめるイベントの創出に取り　

イ　保護者だけでなく多世代で参加できる
スポーツイベントの開催や公園やオープン
スペースの有効活用を推進

↑

総括指標 運動・スポーツが好きな子どもの増加

。

。
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教員の働き方改革：教師の厳しい勤務実態を踏まえて、働き方を見直すことにより、自らの人間性や創造性を高め、子どもたちに
対して効果的な教育活動を行なうことができるようにすること
科学的トレーニング：実証的なデータと理論により導き出された合理的なトレーニング
コンプライアンス：団体が法令や社会規範・企業倫理を守ることを意味し、法令で定められたことを守るだけでなく、社会からの
要請を実践すること
アーバンスポーツ：「速さや高さを極限まで追求し、過激で華麗な離れ業を競い合うスポーツ」の中で都市部での開催が可能なも
ので、音楽やファッション、アートなどの若者文化が融合したもの

 3

 4
5

 6
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めざすべき方向性

一人ひとりが健康でいきいきと暮らす社会「スポーツ立県
ひょうご」を実現するため、成人のスポーツ実施率向上を
めざし、生涯スポーツの環境整備に取り組みます。

政策目標2 生涯スポーツの推進

29



県民がスポーツに親しみ、スポーツへの参画を習慣
づけることは、単に個々人の健康づくりだけでなく、
健康寿命の延伸に寄与するという社会的な効果をも
たらすものとして、今日強く期待されています。
これらを踏まえ、年齢・性別、体力や技能の程度、
障害の有無にかかわらず、多くの県民が各々の興味・
関心、適性に応じてスポーツに参画できる環境づく

りに取り組みます。
また、「みる」スポーツの推進として、国際・全国
レベルの大会招致やＩＣＴ7 等を活用した新たな
観戦スタイルの確立に取り組むとともに、「ささえ
る」スポーツの推進として、指導者、経営人材（ク
ラブマネジャー等）などスポーツ活動を支える人
材の育成に取り組みます。

４　誰もが気軽に参画できるスポーツ機会の充実

[施策の方針 ]

県民のスポーツの参画を促進するため、地域の多様
なニーズに対応したスポーツ環境の整備やイベント
等の開催促進を図ります。

　　ア　多様なニーズを踏まえた気軽に参画
　　できる運動やスポーツの環境づくりを推進

実施が延期となったワールドマスターズゲームズ
などのスポーツイベントを通じて、大学やスポー
ツボランティア団体との連携を促進し、様々な場
面で活躍するスポーツボランティア参画人口の増
加を図ります。

ウ　大規模大会やスポーツイベントを支え
るスポーツボランティアの育成を促進

次世代通信技術を活用し、遠隔指導等による競技力
向上や、スポーツ観戦形態など、新たなスポーツ
機会の創出について検証し、実用化をめざします。

      イ　次世代通信技術を活用したスポーツ
      観戦や実施形態など、新たなスポーツ機会
　　の創出について検証

第２部

第２期兵庫県スポーツ推進計画の

基本理念と政策目標

ICT：「Information and Communication Technology」の略で、通信技術を活用したコミュニケーションを指し、情報処理だけ    
　　　ではなくインターネットなどの通信技術を利用した産業やサービスの総称

7
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総合型地域スポーツクラブが、地域スポーツの担い
手として持続的に役割を果たしていくため、組織体
制の見直しやスポーツに関わる多様な人材の育成な
ど、自立的な運営を促進する環境整備や地域のニー
ズに応えるクラブの質的充実が求められています。
これらを踏まえ、地域スポーツに関わる多様な団体

との連携（コンソーシアム8 の形成など）を促進す
るとともに、経営人材（クラブマネジャー等）、指
導者などの地域スポーツを支える人材の育成に取り
組み、地域のニーズや課題に応じた多種目・多世代・
多志向のプログラムの充実に取り組みます。

５　総合型地域スポーツクラブの質的充実

[施策の方針 ]

地域スポーツに関わる多様な団体と連携（コンソー
シアムの形成など）し、地域のニーズや課題に応じ
た多種目・多世代・多志向のプログラムや初心者教
室・文化教室等も含め、年齢・性別、体力や技能の程度、
障害の有無にかかわらず、スポーツの多様な楽しみ
方が体験できるよう、総合型地域スポーツクラブの
質的充実に取り組みます。

ア　地域のニーズや課題に応じた多種目・
多世代・多志向のプログラムの実施を促進

総合型地域スポーツクラブの運営を担う経営人材
（クラブマネジャー等）の育成や、スポーツを「安
全に、正しく、楽しく」指導し、スポーツの本質
的な楽しさや素晴らしさを伝える（公財）日本     
スポーツ協会・（公財）日本パラスポーツ協会公認
スポーツ指導者資格9 等の取得促進を図ります。

イ　経営人材（クラブマネジャー等）、
指導者など地域スポーツ活動を支える
人材の育成を促進
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総括指標 成人スポーツ実施率の向上

地域スポーツ関係者や大学、地元企業との連携を深
めることは、地域スポーツ環境の充実やスポーツ人
口の拡大に繋がり、地元チームを応援するふるさと
意識の醸成や地域に根付いた愛される企業・大学と
して定着するなどの好循環の創出が期待できます。
これらを踏まえ、行政や大学、スポーツ団体等にも
働きかけながら「官民学産10」による連携の強化を

図り、地域コミュニティの再生、地域スポーツの
活性化に取り組みます。
また、大学やボランティア団体との連携により、
ワールドマスターズゲームズ等の大規模スポーツ
イベントにおけるボランティア参画人口の増加に
取り組みます。

６　行政、スポーツ団体、大学、民間事業者の連携強化

[施策の方針 ]

国際・全国レベルの大会や合宿の積極的な招致と持
続可能なイベントや大会の開催を通じたスポーツ
ツーリズムを推進し、交流人口の拡大と地域コミュ
ニティの形成・強化に取り組みます。

ア　国際競技大会等の招致やイベントを
通じたスポーツツーリズムを推進

ワールドマスターズゲームズをスポーツボランティ
ア普及の好機と捉え、大学やスポーツボランティア
団体との連携を促進し、様々な場面で活躍するス
ポーツボランティア参画人口の増加を図ります。

イ　持続可能なスポーツイベントでの
ボランティア参画人口の増加を推進

32

コンソーシアム：本計画のコンソーシアムとは、スポーツに関わる団体・行政・企業等（あるいはこれらの任意の組み合わせ）
から形成され、共通の目的に沿って活動する共同事業体
 （公財）日本スポーツ協会・（公財）日本パラスポーツ協会公認スポーツ指導者資格：スタートコーチ、コーチ１～４、クラブ
マネジャー、アシスタントマネジャー等
官民学産：官（行政）民（スポーツ団体）学（大学等）産（民間事業者）の四者

 8

 9

10

第２部

第２期兵庫県スポーツ推進計画の

基本理念と政策目標



めざすべき方向性

県民に、夢と感動を与えるアスリートを輩出するため、
国民体育大会をはじめ国内外の大会で入賞等をめざし、
ジュニア期からトップレベルに至るまでの強化システムの
充実に取り組みます。

政策目標3 競技スポーツの推進
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本県ゆかりのアスリートが活躍する姿は、次代を担
う子どもたちにふるさと意識を醸成するとともに、
スポーツへの夢を与え、スポーツに取り組むきっか
けとなります。このため、優れた素質を有するアス
リートが、一貫した指導理念に基づいて、トップア
スリートへと育成されるシステムの構築が求められ
ています。

また、体力や運動の潜在能力が高いアスリートが、
気づかなかった自分自身の可能性や競技との適性
を知ることで新たなステージでの活躍が期待でき
ます。
これらを踏まえ、スポーツ団体との連携のもと、
将来有望なアスリートの効果的な発掘・育成を支
援するシステムの構築等に取り組みます。

７　次世代アスリートの発掘・育成

[施策の方針 ]

各競技団体に一貫指導体制を構築し、発達段階に応
じたスポーツ体験教室、ジュニア教室等の開催によ
り、ジュニア期から系統的かつ計画的な選手の発掘
を図ります。

ア　一貫した指導体制を活用し、ジュニア期
からの系統的かつ計画的な選手発掘を推進

スポーツ団体と連携し、将来オリンピック、国際競技
大会で活躍できるアスリートを育成するため、ジュ
ニア選手の埋もれた能力を他競技に活かすなどの選
手の発掘を図ります。

イ　子どもの才能を育成するため、より
高いレベルで活躍できる機会の充実を促進

第２部

第２期兵庫県スポーツ推進計画の

基本理念と政策目標
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競技力向上を図る上で、強化活動全体を統括し、卓
越した知見やノウハウを有するトップコーチや専門
的な分野からサポートする医・科学スタッフなど、
強化に関わる多様な人材育成及びこれら人材を配置
した競技別強化拠点の整備が求められています。
また、女性指導者の割合は、男性と比較すると依然
として低い状況にあり、女性特有の視点とアスリー
トとしての高い技術・経験を兼ね備えた女性指導者
の養成が求められています。

これらを踏まえ、世界の第一線で活躍する本県選手
を一人でも多く輩出できるよう、ジュニア期から
トップレベルに至る戦略的で効果的な育成・強化シ
ステムの構築、スポーツ医・科学サポートの充実、
女性スポーツの推進に取り組みます。
また、ガバナンスコード11 の策定とコンプライアン
スの徹底などの環境整備を推進し、体罰やハラスメ
ント行為等の防止に取り組みます。

８　アスリートの育成と強化環境の整備

35

[ 施策の方針 ]

競技団体の特性を踏まえた強化支援やスポーツ医・
科学（栄養管理・メンタルヘルスを含む）などの専
門的分野からサポートするスタッフの配置など、多
面的で高度なアスリート支援の充実により、国民体
育大会や国際競技大会等で活躍する人材の輩出に取
り組みます。

ア　スポーツ医・科学や情報の活用、
海外派遣を通じ、国際競技大会等で活躍
する人材の輩出を推進

競技力強化だけでなく、豊かな人間性を兼ね備え
たアスリートの育成に関して、卓越した知見を有
するトップ指導者を育成するとともに、スポーツ医・
科学（栄養管理・メンタルヘルスを含む） や情報等
を活用した競技別強化拠点の整備に取り組みます。

イ　医・科学スタッフなど強化に関わる
多様な人材を活用した競技別強化拠点の
整備を促進

遠隔地においても高度な指導を受けられるように、
次世代通信技術やＡＩカメラを活用した競技分析、
技術指導等の実用化に取り組み、県全域における競
技力の向上を促進します。

エ　次世代通信技術等を活用し、遠隔指導
等による競技力の向上を促進

各スポーツ団体にスポーツ庁が定めるガバナンス
コードの策定を促進するとともに、組織マネジメン
ト（組織運営に関する法的知識、適切な経理処理等）
やフィールドマネジメント（アンチ・ドーピング、
暴力行為・ハラスメントの防止等）に関する研修会
等の開催を支援するなど、ガバナンス強化とコンプ
ライアンス徹底に取り組みます。

ウ　スポーツ団体におけるガバナンスの
強化とコンプライアンスの徹底



県民がアスリートを応援することは、アスリートの
力となり、さらなる活躍が期待されるだけでなく、
応援を通じて人々が結び付くなど、地域に活力をも
たらします。
また、トップアスリートの技術や経験、人間的な魅
力は社会的な財産であり、それらを地域スポーツに
還元することは、スポーツの活性化と競技人口の裾
野の拡大につながるとともに、次世代アスリートの

発掘・育成にも寄与します。
これらを踏まえ、スポーツ団体や地域と連携を
図りながら、継続して開催される国際・全国レ
ベルの大会の招致を促進するとともに、アスリー
トと地域・企業とのマッチングを推進し、地域
でのスポーツ指導に関わる機会の拡大など、キャ
リア形成 12 の支援に取り組みます。

９　トップアスリートが活躍できる場の支援

国際・全国レベルの大会や合宿の積極的な招致を行
い、選手が活躍する場の創出や、県民がスポーツに
参画する機運の醸成を図ります。

ア　継続して開催される国際・全国レベル
の大会やイベントの招致を促進

オリンピアンやパラリンピアンによるスポーツ教
室や講演会等を通じて、地域スポーツの推進を図
ります。

イ　地域スポーツの推進に向け、トップ
アスリートの活用を推進

[施策の方針 ]

総括指標
国民体育大会をはじめ国内外の大会で
顕著な成績をおさめる兵庫ゆかりの選手の増加 

36

ガバナンスコード：スポーツ庁が策定したスポーツ団体が適切な組織運営を行うための原則・規範
キャリア形成：多くの一般的なアスリートの現役生活を持続させるための就労や、引退後のセカンドキャリア。
具体的には、競技指導者やスポーツ団体での役職における雇用機会の充実や関係スポーツ団体と連携して地域スポーツへ　　　
の幅広い活躍の場を形成すること

11
12

第２部

第２期兵庫県スポーツ推進計画の

基本理念と政策目標



めざすべき方向性

障害者の社会参加を促進するため、障害者スポーツの参画人口の
拡大をめざし、障害者がスポーツに触れる機会の拡充や競技力の
向上に取り組みます。

政策目標4 障害者スポーツの推進
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[ 施策の方針 ]

スポーツ関係部局・団体と障害福祉部局・団体、特
別支援学校等による連携・協働体制の構築や情報共
有・発信力の強化を促進し、障害者スポーツを総合
的に振興することにより、中途障害者も含め幼少期
から高齢期を通じた、障害者のニーズや意欲に合っ
たスポーツ機会を提供します。

特別支援学校において、在校生・卒業生及び地域住
民のスポーツに親しめる拠点となることを支援する
ことにより、身近な地域で障害者がスポーツに親し
む環境を整備します。

ウ　特別支援学校の拠点化による、
障害者がスポーツに親しむ環境の促進

eスポーツについては、障害者がスポーツに参画する
有効な手段の１つとなることから、国の動向を踏まえ
検討します。

ア　情報発信の強化や障害者スポーツ関係
団体における連携体制の構築促進、
一般スポーツ競技者・団体との交流による
生涯を通じたスポーツ機会の提供

県立施設等に障害者スポーツ用具等の設備を整備す
ることにより、障害児や障害者のスポーツ環境を充
実させます。

イ　特別支援学校や県立施設への
用具整備等によるスポーツ環境の充実

障害者のスポーツ参画を促進するためには、公共体
育施設等のハード・ソフト両面からの環境整備や、
より身近な地域で継続的にスポーツに親しめる環境
の整備が求められています。
これらを踏まえ、関係団体との連携促進や情報発信
によるソフト面の強化、県立施設における用具整備

といったハード面の強化など、多面的な施策によ
り障害者のニーズや意欲に合ったさらなるスポー
ツ環境の充実に取り組みます。
また、地域のスポーツにおいて特別支援学校等を
活用した障害者や地域住民がスポーツできる拠点
の整備に取り組みます。

10　障害者スポーツの裾野拡大
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近年、障害者スポーツにおける競技性が著しく向上
していることから、将来有望な選手の発掘や競技力
向上に向けた施策の充実が求められています。
これらを踏まえ、団体や特別支援学校等の連携によ

る情報共有等によるアスリートの効果的な発掘・育
成を支援するシステムの構築に取り組みます。
また、障害者スポーツ種目への専門的な知識も兼ね
備えた指導者の育成に取り組みます。

11　障害者スポーツの競技力向上

[施策の方針 ]

地域ネットワークを活用したアスリートの発掘とと
もに、将来有望なアスリートの効果的な発掘・育成
を支援するシステムを構築します。また、既に一定
の競技経験を有するアスリートの意欲や適性を踏ま
えた種目転向を支援します。

ア　地域ネットワークを活用したアスリート
の発掘・育成を推進

（公財）日本パラスポーツ協会等の関係団体と連携
して、障害者スポーツ指導者の養成を拡充するとと
もに、障害者スポーツ指導者の活用を推進します。

イ　障害者スポーツに関わる指導者の養成
を促進
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障害者のスポーツを通じた社会参加を促進するため
には、健常者の障害者スポーツへの理解が求められ
ています。
これらを踏まえ、各スポーツ団体や特別支援学校等
と連携を図り、理解促進に向けた施策を推進すると
ともに、総合型地域スポーツクラブの指導者や体育

施設の職員などへの障害者スポーツへの理解を深め
るための施策を実施します。
また、障害者と健常者がともにスポーツをする機会の
充実や障害者スポーツ体験会等を支援し、障害者ス
ポーツの普及啓発や県民の理解促進に取り組みます。

１２　障害者スポーツへの理解促進

[施策の方針 ]

施設管理者及び総合型地域スポーツクラブ等のスポ
ーツ団体関係者に対し「障害を理由とする差別の解
消の推進に関する法律」の趣旨について周知・啓発
し、障害者の不当な差別的取扱の防止や合理的配慮
の取組を要請することにより、スポーツ施設におけ
る障害者の利用を促進させ、障害者が身近な地域で
スポーツに親しむ環境を整備します。

ア 関係団体への差別的取扱いの防止・
合理的配慮の取組要請の周知・啓発を
促進

総合型地域スポーツクラブ及びスポーツ推進委員、
障害者スポーツ指導員等と連携し、障害者スポー　

イ　関係者の連携による普及啓発を
通じた県民の理解促進

総括指標 障害者スポーツの参画人口の拡大

ツの普及啓発を行うことにより県民の理解促進を図
り、障害者と健常者がともにスポーツに参画する環
境を整備します。

総合型地域スポーツクラブ及びスポーツ推進委員等
と連携し、障害者スポーツの普及啓発を行い、総合
型地域スポーツクラブへの障害者の参加を促進する
とともに、小中学校での普及啓発事業等を実施する
ことにより、県民の理解促進に取り組みます。

ウ 総合型地域スポーツクラブへの障害者
の参加促進及びスポーツ体験会等への
支援推進

↑

第２部

第２期兵庫県スポーツ推進計画の

基本理念と政策目標
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分　野 氏　名 所属・役職名

1 スポーツ社会学 山口　泰雄
神戸大学大学院名誉教授
流通科学大学特任教授

2 スポーツ科学 長ヶ原　誠 神戸大学大学院教授

3 食育・栄養学 平野　直美 神戸女子短期大学教授

4 子ども発達学 倉　真智子 神戸松蔭女子学院大学教授

5 医科学 吉矢　晋一 西宮回生病院整形外科センター顧問

6 コーチ学 鵤木千加子 甲南大学教授

7 尾山    基 (公財)兵庫県体育協会副会長

8 恒木　克仁 兵庫県スポーツ推進委員会会長

9 競技種目団体 小林　芳子 (公財)日本スケート連盟強化副部長

10 障害者スポーツ全般 三上　善子 ひょうご障害者スポーツ指導者協議会理事

11
高等学校
スポーツ関係 山根　尚 兵庫県高等学校体育連盟副会長

12
中学校

スポーツ関係 角南　寛 兵庫県中学校体育連盟会長

13 報　道 陳　　友昱 神戸新聞社運動部長

14 榎並　由美 ひょうご女性スポーツの会副幹事長

15 石角　洋子 保護者（スポーツ指導者）

スポーツ
関係団体

公募委員

兵庫県スポーツ推進審議会　



長ヶ原　誠

鵤木千加子

増田　和茂

北中　睦雄

倉　真智子

恒木　克仁

平野　直美

吉矢　晋一

小林　芳子

石角　洋子

廣瀬　雅樹

三上　善子

別所キミヱ

中井佳奈子

田中　正晴

山口　泰雄

氏名 役職 現職

委員（生涯スポーツ部）

委員（競技スポーツ部）

委員（障害者スポーツ部）

委員（行政）

委員（生涯スポーツ部）

委員（生涯スポーツ部）

委員（競技スポーツ部）

委員（競技スポーツ部）

委員（競技スポーツ部）

委員（競技スポーツ部）

委員（競技スポーツ部）

委員（障害者スポーツ部）

委員（障害者スポーツ部）

委員（行政）

委員（行政）

委員長
委員（生涯スポーツ部）

神戸大学大学院教授

甲南大学教授

(公財)兵庫県障害者スポーツ協会理事

兵庫県教育委員会事務局体育保健課長

神戸松蔭女子学院大学教授

兵庫県スポーツ推進委員会会長

神戸女子短期大学教授

西宮回生病院整形外科センター顧問

(公財)日本スケート連盟強化副部長

オリンピアン・
ひょうご女性スポーツの会エグゼクティブアドバイザー

(公財)兵庫県体育協会専務理事

ひょうご障害者スポーツ指導者協議会理事

パラリンピアン

兵庫県健康福祉部障害福祉局ユニバーサル推進課長

兵庫県教育委員会事務局スポーツ振興課長

神戸大学大学院名誉教授
流通科学大学特任教授

第2期兵庫県スポーツ推進計画策定委員会



兵庫県教育委員会事務局スポーツ振興課
〒650-8567　兵庫県神戸市中央区下山手通 5-10-1
TEL: 078-362-9446　FAX: 078-362-4283
E-mail: sports_shinko@pref.hyogo.lg.jp
ウェブサイト：https://www.hyogo-c.ed.jp/̃sports-bo/index.html
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